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論　文

ドイツにおける「学びの物語（Learning Stories）」
の受容に関する検討

中　西　さやか
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川　端　美　穂
玉　瀬　友　美
木　村　彰　子

　ニュージーランドで開発された保育アセスメント「学びの物語（Learning Stories）」

は，世界各国の保育現場に導入されている。本稿では，ドイツにおける「学びの物語」

受容の特質を明らかにするために，ドイツ版「学びの物語」プロジェクトとドイツで

実際に作成された「学びの物語」に関する先行研究の分析を行なった。その結果，ド

イツにおける「学びの物語」受容の特質として①政策主導で「学びの物語」の導入が

図られたこと，②「学びの物語」導入の強調点が「学び」あるいは「学びの体系的な

観察・記録」にあること，③保育現場では導入の意図が部分的に達成されているもの

の，園や保育者の保育観・教育観を反映しながら多様な形で「学びの物語」が実践さ

れていることが明らかとなった。

キーワード：ドイツ，保育アセスメント，学びの物語，観察と記録，乳幼児期の学び

はじめに

ニュージーランドで開発された保育アセスメント「学びの物語（Learning Stories：以下，

LS）」⑴は，保育実践における子どもの学びをアセスメントする理論・方法として世界各国で

注目を集めている。日本の保育現場にもさまざまな形で導入されており，LSを実践することで，

子どもの姿が肯定的に「見えてくる」という保育者のまなざしの変化をもたらすことや⑵，「子

どもの視線の先」をみる応答的保育が可能になること⑶などが明らかにされている。

〔抄　録〕
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このように，日本の先行研究において LSの意義はさまざまに論じられているが，日本以外

の国において，LSはどのように受容されているのだろうか。本稿では，LSが多くの保育現場

で実践されているドイツに着目した検討を行なう。ドイツでは，保育アセスメントや記録に関

する全国共通の規定がなく，さまざまな方法が模索される中で，子どもの学びの観察と記録の

方法として LSが広く普及している⑷。このような LSの広がりの契機となったのは，2004 年

から 2007 年にかけて行われた研究プロジェクト「Bildung（ビルドゥング）と学びの物語

（Bildungs-und Lerngeschichten：以下，ドイツ版「学びの物語」）」である。

以下では，ドイツ版「学びの物語」プロジェクトに着目し，ドイツではどのような背景や目

的を持って LSが導入されたのかについて検討する。加えて，同プロジェクトに参加した保育

施設で書かれた LSの内容分析を行った研究⑸を取りあげ，ドイツにおける LSの実際について

も検討したい。それらを通して，ドイツにおける LS受容の特質を明らかにしたい。

Ⅰ　ドイツにおける LSの導入

1．LS導入の背景

LSがドイツに紹介・導入されたのは 2000 年代のことである。以下では，LSが導入された

背景と LSの紹介者である Hans Rudolf Leuがドイツに LSを紹介した意図について整理する。

（1）背景

ドイツに LSが導入された背景には，2000 年代に行われた保育カリキュラム改革が深く関連

している。連邦制をとるドイツでは，保育制度やカリキュラムは州ごとに異なっている。従来

のドイツの保育施設は子どもの保護を中心とする福祉的な性格の強いものであったが，2001 年

のいわゆる「PISAショック」以降，乳幼児期の「教育」や「学び」が全国的に重視されるよ

うになった。具体的には，日常の遊びやプロジェクト活動をとおして，「一人ひとりの能力や

学びに向かう力を幼児期から強化し，子どもの探究心を広げ，援助し，誘発すること，価値の

教育，学び方の学習を促進すること，社会的な文脈における世界習得」などを実現することが

保育施設の使命とされたのである⑹。また，各州の教育計画には，子どもが学ぶプロセスの体

系的な観察と記録が保育者の中心的任務として記載された⑺。

以上のことから，2000年代初頭のカリキュラム改革にともない，ドイツにおける保育カリキュ

ラムや保育者に求められる専門性は大きく変化したことがわかる。従来，福祉的な保育の中で，

記憶と感情的な側面を含んだ全体的な子ども理解が一般的であったのに対し⑻，新たなカリ

キュラムでは，遊びやプロジェクト活動をとおした乳幼児期の学びが重視され，保育者はその

ような学びを体系的に観察・記録することを新たに要請されたといえる。



佛教大学社会福祉学部論集　第 18 号（2022 年３月）

― 145 ―

（2）Hans Rudolf Leuによる LSの紹介：子ども自らが学ぶプロセスを評価する

このような動向の中で，ニュージーランドの LSに着目したのが，ドイツ青少年研究所（DJI）

に所属する保育研究者 Hans Rudolf Leuである。Leuは，新しいカリキュラムで示された教育

課題を保育実践の中で具体化するための方途として LSを紹介している。以下では，2002 年に

刊行されたドイツ青少年研究所の紀要における Leuの論文⑼に基づきながら，Leuがドイツに

LSを紹介した意図を整理する。

①乳幼児期の学び理解⑽

Leuによれば，乳幼児期の学びは，社会文化的文脈の中での五感をとおした「全体的」な学

びとして理解されるという点で，保育の専門家たちの見解は一致している。そのような学びは，

認知能力に焦点をあてた学習とは対照的なものであり，子どもたちの状況や活動と結びついて

いること，友だちや保育者と協同したり，自分を主張したりするような「社会的学習」の側面

を有していること，子どもの自発的な活動から学びがもたらされることなどを特質としている。

そして，このような学び観は「自分を取り巻く世界とのかかわりから能動的に意味を探究する

学び手としての子ども像」と結びついている。

②自己形成プロセスの評価視点としての LS⑾

しかし，上記のような子ども自らが学ぶプロセスに焦点をあてたアプローチは，この時点で

のドイツにはほとんど存在していなかったという。というのも，一般的に，質の高い保育のあ

り方を考えるときに焦点をあてられるのは保育者の行為だからである。保護者の行為はたしか

に重要であるが，それだけでは子ども自身の経験や活動に焦点をあてることにはならない。

Leuは，このような「子ども自らが学ぶプロセス」＝「自己形成（Selbstbildung）プロセ

ス」⑿に焦点をあてるために最適な視点として，LSに着目している。すなわち，LSの「学び

の構え（関心を持つ，熱中する，困難や不確かなことに立ち向かう，他者とコミュニケーショ

ンをとる，責任を担う）」⒀は，子どもの自己形成プロセスの質を区別する基準を示すものと

して捉えられている。

また，LSのメリットとしては，個々の子どもの学びを体系的に理解できること，子どもの持っ

ている力や強みを起点として保育を考えることができること，保育者と保護者の交流を促進す

ることができ，特に社会的に不利な子どもたちの学びを支えるために重要な意味を持つことが

挙げられている。

2．ドイツ版「学びの物語」プロジェクト

以上に示した動向を背景として，Leuが所属するドイツ青少年研究所（DJI）は，2004 年か

2007 年にかけて，LSをドイツの保育に導入するための「就学前領域における教育課題の具体

化と実現のツールとしての Bildungと学びの物語」プロジェクト（以下，ドイツ版「学びの物語」

プロジェクト）を実施している。ここでは，同プロジェクトの最終報告書⒁に着目し，ドイツ
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において LSがどのような形で導入・受容されたのかについて検討する。

（1）プロジェクトの概要⒂

ドイツ版「学びの物語」プロジェクトは，連邦家族・高齢者・女性・青少年省と 4つの州（ニー

ダーザクセン，ラインラント・プファルツ，ザクセン，ヘッセン）およびミュンヘン等からの

資金提供を受け，ドイツ青少年研究所が行ったものである。このプロジェクトの出発点は，乳

幼児期の新たな教育課題を実現するための方途が探られたことにある。その際，それぞれの保

育施設をサポートするための方法として連邦や州の関連省庁が期待を寄せたのが，LSであっ

た。その理由は，子どもの自発的な学びのプロセスと一人ひとりの学びの方略に焦点をあてる

という LSのアプローチがドイツの状況に適していると考えられたためである。

プロジェクトの目的は，LSをドイツの保育実践に適した形で導入することと保育施設が新

たな任務をスムーズに遂行するための方法の開発であり，内容としては，① 25 の協力園にお

ける LSの試行，②DJIチームと120人のファシリテーターによる LS普及のためのワークショッ

プ開催，③ファシリテーターによる LS実践プロセスの評価，④ LSを導入した園の保護者，保

育者，園長を対象とする質問紙調査等を踏まえたドイツ版「学びの物語」フォーマットの作成，

試行，改善が行われた。

最終的に作成されたフォーマットは以下の 4つである⒃。

●　観察シート（観察場面を記録するもの）

●　  観察の分析シート（「興味を持っている」「熱中している」「挑戦や困難に立ち向かう」「自

分を表現し，伝える」「学びのコミュニティに参加し，責任を担う」という 5つの視点に

基づく観察の分析）

●　  子どもの学びについての保育者同士の話し合いシート（これまでの観察の印象や次のス

テップについての話し合い）

●　  ふり返りシート（5つの視点と子どもからの問い；例：「自分を表現し，伝える」私のこと

に耳を澄まし，見ていますか？どのように私に言葉をかけていますか？どのように私とコ

ミュニケーションしていますか？）

これらのフォーマットは，ファシリテーターや保育者が子どもの学びのプロセスを観察・記

録する手順を紹介したり，自ら実践したりするための資料として開発された。一人ひとりの子

どもが学ぶプロセスの体系的な観察・記録により，保育者が子どものとのかかわりや援助につ

いての手がかりを得ること，さまざまな学びの形態に対する認識を深めること，親が子どもの

学びを理解し自らの教育力を高めることができると考えられている。
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（2）保護者と保育者への質問紙調査

ここでは，同プロジェクトにおいて実施された LS導入園の保護者および保育者への質問紙

調査の項目と結果概要を示す。

①保護者アンケート⒄

保護者アンケートは，LSを導入した保育施設（ドイツ版「学びの物語」プロジェクト協力園）

の保護者を対象に行われ，LS導入前後の保護者の変化を明らかにするために導入前後の 2回

調査が行われた。回答数は，導入前調査（2005 年）で 1215（23 の保育施設），導入後調査（2006

年）で 986（21 の保育施設）であった。

調査項目と結果の概要は以下の通りである。

【LSの導入に対する保護者の態度に関する項目】

LSの導入に対する保護者の態度に関する項目では，「子どもの観察に価値を置くことが重要

である」，「『学びの物語』プロジェクトを楽しみしている」という質問に対して「そう思う」

と回答した保護者が 90％を超えており，ほとんどの保護者が LSの導入を肯定的に受け止めて

いることが示されている。

【子どもの学びの捉え方に関する項目】

子どもの学びの捉え方に関する項目では，ほとんどの保護者が学びは学校から始まるもので

はなく，「子どもたちは学ぶことを楽しんでいる」「子どもは遊びながら多くのことを学ぶ」と

考えている。その一方で，約 38%の保護者が「学び（学習）は疲れるものである」と回答して

いる。また，「子どもがどのように学ぶのかとても興味がある」「子どもが新しいことに挑戦す

るのを見るのはとても楽しい」と約 98％の保護者が考えている。

いずれの項目についても，LSの導入前後で大きな変化は見られなかった。

【保育者への評価および保育者とのやりとりに関する項目】

保護者の保育者への評価は導入前から高かったが，LS導入により，保育者が子どもをよく

観察していると感じる保護者の割合が増加した（74.7％→ 82.6％）。保護者の考える「保育者と

のやりとりにおいて重要な内容」は，LS導入前は「子どもの活動や学び」「子どもの成長や強み」

「子どもの抱える難しさ」であったが，LS導入後は「子どもの抱える難しさ」の重要度が低下

した（95.3％→ 56.0％）。LSをもとに保育者とのやりとりが十分に行われていると回答した親

は約半数に留まった。
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【LSの導入による変化に関する項目】

LS導入による子どもの変化および保育実践の変化について，約 3分の 1の保護者が「わか

らない」と回答した。

②保育者アンケート⒅

保育者アンケートは，LSを導入した保育施設（ドイツ版「学びの物語」プロジェクト協力園）

の保育者を対象に行われ，LS導入前後の保護者の変化を明らかにするために導入前後の 2回

調査が行われた。回答数は，導入前調査（2005 年）で 245（25 の保育施設），導入後調査（2006

年）で 189（22 の保育施設）であった。

調査項目と結果の概要は以下の通りである。

【保育者の保育観，学びの理解，子ども理解に関する項目】

「保育者にとって重要な援助，はたらきかけ」を問う項目では，90％以上の保育者が「子ど

も一人ひとりの経験を理解する」，「子どもの遊びを観察する」，「子どもがどのように学ぶのか

観察する」ことが重要であると回答した。LS導入後に変化があった項目は「子どもの認知能

力をはぐくむための活動を指導する」（81.6％→ 96.8%：増加），「子どもの知識習得を援助する」

（86.1％→ 78.3％：減少）であった。LS導入前後一貫して，指導的，介入的，画一的保育を重

視する保育者は少なかった。

また，LSの導入により，子どもが学ぶプロセスを観察しやすくなったと感じる保育者の割

合が増加した（61.6％→ 80.4％）。しかし，約 7割の保育者が子どもたちの様々なアイディアを

実現するための時間が足りないと回答している（LS導入前後で変化なし）。

LSの導入により，子どもの持つ力や強みに着目した子ども理解への変化が見られた。

【保護者とのやりとりに関する項目／保育者同士の話し合いに関する項目】

保護者とのやりとりに関しては，LS導入により活発になったことが示された。また，ほと

んどの保育者が，保育者同士の話し合いに積極的な意義を感じていることが示された。

【LSの扱いに関する項目】（LSの導入・試行を経た最終評価：2006 年のみ実施）

91%の保育者が LSを実践することが楽しいと回答しており，82%の保育者は LSの取り扱い

に自信を持っている。しかし，約半数の保育者が保育者同士で話し合うための十分な時間がな

いと感じている。

LS導入により，子どもへの見方が変化し，子どもの強み，興味，力がよく見えるようになっ

たと回答した保育者は 100%であった。
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3．小括：「学び」に強調点を置く LSの導入

以上のように，ドイツで LSの導入が図られた背景には，保育施設の任務や保育者に求めら

れる専門性の変化があった。従来，ドイツ（特に西ドイツ）では，保育施設は社会的に恵まれ

ない子どもたちのための福祉施設ととらえられており，学校教育で行われる「教育（Bildung）」

や「学び（Lernen）」は保育になじみのないものであった⒆。2000 年代初頭に乳幼児期の「教育」

や「学び」を強調するカリキュラムが作成されたことで，新しい教育課題を保育現場でいかに

実践するのかが課題になったといえる。

LSは，各州の教育計画に示された「子どもが学ぶプロセスの体系的な観察と記録」を保育

現場で実践するために有効な方法として期待を集め，政策が主導する形でドイツに導入された。

具体的には，乳幼児期の学びは「社会文化的な文脈において子ども自らが学ぶプロセス（＝自

己形成プロセス）」であり，その理解のために LSの 5つの視点（学びの構え）が有効であると

考えられていた。

ドイツ版「学びの物語」プロジェクトでは，LSをドイツの保育現場に適したものとするた

めに，LSの試行や質問紙調査を経て，ドイツ版「学びの物語」を実践するためのフォーマッ

ト作成が行われた。このことは，LSの理念の紹介だけでなく，学びの体系的な観察・記録の

ための手順を示すことに重点が置かれたことを表しているのではないだろうか。

LS導入園の保護者と保育者へのアンケートでは，両者が子どもの「学び」をどのようなも

のとして捉えているのか，そして LSの導入により捉え方は変化するのか，ということを問う

項目が設けられていた。調査結果では，LS導入前から保護者・保育者ともに乳幼児期の学び（遊

びの中での自発的な学び）の特質を理解していることが示されたが，LS導入後，保育者が「子

どもの認知能力をはぐくむための活動を指導する」ことが重要だと考える割合が増えたことに

はどのような意味があるのか検討する余地があるだろう。

以上のことから，ドイツでは政策主導で「学び」に強調点を置く形で LS導入が図られたと

いえる。

Ⅱ　ドイツにおける LSの実際

以上のような経緯を経て，現在のドイツでは多くの保育施設において LSが実践されている。

ここでは，ドイツの保育施設で実際に作成された LSを質的に分析し，その特徴を明らかにし

た Knaufの研究⒇を取りあげる。Knaufは，ドイツ版「学びの物語」プロジェクトの協力園を

中心とする 32 園で作成された 338 の LSについて，グラウンデッドセオリーアプローチ（GTA）

を用いて「ドイツにおける LSのその後」を分析している。
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1．調査対象園で作成された LSの特徴21

Knauf（2018）は，LSの主要な目的について「保育者が子どもにとって重要だと考えた特定

の状況を記述することによって，一人ひとりの子どもの学びの構え（the learning dispositions）

を確立する」ことであり，「子ども中心の，標準化されていない，ホリスティックで社会文化

的に埋め込まれた方法で，子どもの発達を記録すること」と整理している。そして，このよう

な目的がドイツの保育施設で実際どのように追求されているのかを明らかにするために，ドイ

ツの保育施設で実際に作成された LSの質的分析を行なっている。

その結果，調査対象園で作成された LSの特徴として，① LSの主観的な性格を示すこと（個

人的な宛名を用いる，一人称で語る等）は一部の LSでのみ行われており，十分に意識されて

いないこと，②肯定的な評価や「褒める」ことはほとんどの LSで行われていること，③学び

の構えのうち，「興味を持っている」「熱中している」に関する記述がほとんどの LSに見られ

るのに対して「責任を担う」についての記述は非常に少ないこと，④子どもや保護者にとって

理解しづらい専門用語が使われていることや，読みづらい手書きの LSがあることの 4点が示

された。

Knaufは，これらの結果のうち②について，子どもを「褒める」ことは，「褒める保育者―

褒められる子ども」という関係性を生み出すことにつながっており，子どもの学びを共に探究

するという LSの目的から逸脱していると述べている。また，③については，子どもが興味を持っ

たり熱中したりする姿は観察されやすいが，責任を担う姿が見過ごされやすいという事実を示

しており，それには責任を担うことや粘り強いことよりも，興味や好奇心などの行動に焦点を

あてるという保育者の認識や期待のパターンが関連しているのではないかと指摘されてい

る22。

以上のことから，保育者が子どもにとって重要だと考えた特定の状況を記述することによっ

て，一人ひとりの子どもの学びの構えを確立するという LSの目的のうち，一部分のみが達成

されていることがわかる。

2．LSの分類と保育者の教育観23

また，Knauf（2020）では，「焦点（全体的，具体的，詳細）」と「分析の深さ（分析なし，

分析，評価）」という 2つの視点から LSが 6つの類型に分けられている。具体的には，①特定

の出来事を記述した「出来事の報告」（14％），②子どもの写真に言葉を添えた「フォトストー

リー」（11％），③子どもの行動の「詳細な記述」（9％），④いくつかの状況や教育分野を記述

した「総括的なレビュー」（28％），⑤子どもの行動と思考を探求した「調査報告」（22%），⑥

子どもが達成したことを記述する「パフォーマンスの記述」（16％）に分けられている（図 1）。
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これらの分類は，実際に作成された LSがどの程度 LSの理論的概念に対応しているかとい

う観点から行われたものではなく，保育者の行う教育方法の多様性を描くために行われたとい

う。Knaufはこれらの分類をもとに，次のような保育者の教育観を導出している25。

【知識と能力の習得に焦点化する学校型の教育理解】（44%：LSの類型④⑥が該当）

「総括的なレビュー」と「パフォーマンスの記述」にはいずれも知識や能力の獲得に関する

子どもの行動の評価が含まれており，保育者は評定者としての役割を担っている。ここでの

LSは，保育者が子どもを評価する手段として位置づけられている。

【日常に学びの機会を見出す教育の社会構成主義的理解】（22%：LSの類型⑤が該当）

「調査報告」タイプの LSは，日常の中でのインフォーマルな学びを基盤とする教育観にもと

づいており，保育者が子どもたちの活動を理解・分析し，自らのアイディアをとおして教育プ

ロセスを豊かにするために LSが使用されている。

【肯定的な状況や経験を記録し，明確な教育的意図を持つことよりも子どもの幸せや楽しい経

験の保障を重視する見方】（34%：LSの類型①②③が該当）

「出来事の報告」「フォトストーリー」「詳細な記述」は，教育や学びのプロセスよりも，保

育者が肯定的だと捉える状況や経験を記録しておくことに焦点をあてている。エピソードを分

析することはほとんどなく，子どもを肯定的に捉え，幸福で楽しい経験を保障するために LS

が用いられている。

図 1　Knauf（2020）の調査対象園において作成された LSの類型24
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以上に示した LSの分類や保育者の教育観は限られたサンプルから得られた結果ではあるも

のの，ドイツの保育現場で LSがどのように位置づけられているのかを知るための手がかりな

るのではないかと考える。

おわりに：ドイツにおける LS受容の特質

1．LS導入の意図と保育現場での受容との距離

2000 年代に行われたドイツ版「学びの物語」プロジェクトでは，「興味を持っている」「熱中

している」「挑戦や困難に立ち向かう」「自分を表現し，伝える」「学びのコミュニティに参加し，

責任を担う」という 5つの視点から，個々の子どもが学ぶプロセスを観察・記録することが目

指された。Knaufの研究が示す保育現場での LS受容の在り方は，必ずしも同プロジェクトの

意図をそのまま反映するものではなく，知識や能力の獲得に焦点化した教育理解に基づくもの

や肯定的な場面の記録にとどまるものが多くの割合を占めていた。ここで分析されたのは非常

に限られたサンプルにすぎないが，LS導入の意図と保育現場での受容の在り方に一定の距離

があることが示されていると言えるだろう。

しかし，同じように LSを導入したとしても，実際には多様な教育観のもとで実践されてい

るという事実は非常に興味深く，日本における LS研究にとっても重要な視点になりうるので

はないかと考える。

2．ドイツにおける LS受容の特質：乳幼児期の「学び」とは何かを問うこと

ドイツにおける LS受容の特質として①政策主導で LSの導入が図られたこと，② LS導入の

強調点が「学び」あるいは「学びの体系的な観察・記録」にあること，③保育現場では導入の

意図が部分的に達成されているものの，園や保育者の保育観・教育観を反映しながら多様な形

で LSが実践されていること，の 3点を挙げることができる。導入の意図に関しては，日本と

強調点が異なる部分も大きいが，保育現場での受容においては，LSによって「子どもを肯定

的にみる」ことが可能になるなどの共通点を見出すことができる。

以上のことから，ドイツでは，LS実践において多様な理解が存在しているものの，乳幼児

期の「学び」という言葉をどのようなものとして捉えるのかということを問いながら「学びの

物語」を受容しようとした点にその特質が表れていると考える。

〔注〕
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⑵ 大宮勇雄（2010）『学びの物語の保育実践』ひとなる書房。
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